
戦
国
時
代
の
秋
田
は
、
群
雄
割
拠
の
時
代
で
し
た
。

北
部
・
中
央
に
は
安
東
（
秋
田
）
氏
・
浅
利
氏
、
南

部
に
は
小
野
寺
氏
・
戸
沢
氏
、
由
利
地
域
に
は
十
二
頭

な
ど
が
、
ま
た
秋
田
地
域
を
取
り
巻
く
周
囲
に
は
、
北

に
津
軽
氏
、
東
に
南
部
氏
、
東
南
に
伊
達
氏
、
南
に
最

上
氏
や
上
杉
氏
な
ど
が
せ
め
ぎ
合
い
、
そ
こ
に
天
下
統

一
の
過
程
で
織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
な
ど

の
人
物
が
複
雑
に
絡
ん
で
き
ま
す
。

秋
田
県
公
文
書
館
に
は
、
戦
国
時
代
の
秋
田
の
歴
史

を
ひ
も
と
く
資
料
と
し
て
、
お
よ
そ
四
千
点
の
文
書
か

Ａ
２
８
０
ー

ら
な
る
『
秋
田
藩
家
蔵
文
書

（
資
料
番
号

』

）
が
あ
り
ま
す
。
佐
竹
氏
の
本
領
で
あ
る
常
陸
を

６
９

は
じ
め
関
東
地
方
の
資
料
が
大
量
に
残
さ
れ
て
い
る
一

方
、
地
元
出
身
の
秋
田
藩
士
の
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た

文
書
も
多
く
、
戦
国
時
代
の
秋
田
を
知
る
上
で
貴
重
な

資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

写
真
の
資
料
は
、
有
名
な
「
天
下
布
武
」
の
朱
印
が

押
さ
れ
た
織
田
信
長
の
書
状
（
写
）
で
す
。
文
中
の
南

部
宮
内
少
輔
は
安
東
（
下

国
）
愛
季
の
家
臣
で
、
天

し
も
の
く
に

ち
か
す
え

正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
熊
野
参
詣
に
赴
き
、
そ
の
途

中
で
織
田
信
長
に
鷹
三
据
を
献
上
し
て
い
る
事
が
秋

す
え

田
家
史
料
（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
か
ら
わ
か
る

の
で
、
同
年
の
書
状
で
す
。
謹
上
と
い
う
対
等
の
礼
の

書
状
様
式
で
あ
り
、
こ
の
書
状
で
信
長
は
愛
季
に
鷹
を

所
望
し
て
い
ま
す
。
東
北
の
大
名
と
し
て
い
ち
早
く
信

長
と
結
ん
だ
愛
季
の
先
見
性
が
表
れ
て
い
ま
す
。
愛
季

は
二
年
後
の
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
に
男
鹿
の
脇
本

城
を
築
城
し
、
同
年
六
月
一
日
付
で
信
長
か
ら
愛
季
宛

に
鷹
進
上
の
御
礼
の
書
状
が
来
て
い
る
の
で
、
こ
の
間

に
信
長
に
鷹
を
再
び
進
上
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
東

北
の
鷹
は
珍
重
さ
れ
て
お
り
、
鷹
好
き
の
信
長
と
の
交

流
を
も
と
に
、
そ
の
影
響
力
で
東
北
で
の
支
配
を
強
化

。

【

】

し
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

佐
藤

隆
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企
画
展

戦
国
時
代
の
秋
田
ー
秋
田
藩
家
蔵
文
書
の
世
界
ー

期
間

前
期
８
月

日
〜
９
月

日

後
期

月
２
日
〜

月

日

27

26

11

11

30

今
年
の
企
画
展
は
、
県
内
唯
一
の
中
世
資
料
集
と
い

え
る
秋
田
藩
家
蔵
文
書
に
記
録
さ
れ
た
戦
国
時
代
の
秋

田
へ
皆
様
を
ご
招
待
し
ま
す
。

秋
田
藩
家
蔵
文
書
で
は
、
最
も
古
い
建
久
三
年
（
一

一
九
二
）
の
将
軍
家
政

所

下

文
か
ら
は
じ
ま
り
、

ま
ん
ど
こ
ろ
く
だ
し
ぶ
み

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
に
至
る
ま

で
の
資
料
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
田
の
中
世

資
料
は
、
大
永
四
年
（
一
五
四
二
）
の
細
川
高
国
書
状

を
は
じ
め
と
し
て
、
秋
田
に
関
係
し
、
年
代
の
わ
か
る

資
料
は
一
三
六
点
に
の
ぼ
り
ま
す
。
具
体
的
な
資
料
と

し
て
は
、
上
記
の
織
田
信
長
朱
印
状
を
は
じ
め
、
豊
臣

秀
吉
や
徳
川
家
康
・
直
江
兼
続
等
の
資
料
、
秋
田
関
係

で
は
安
東
愛
季
や
秋
田
実
季
、
小
野
寺
義
道
な
ど
の
書

状
を
取
り
上
げ
ま
す
。

秋
田
藩
家
蔵
文
書
を
も
と
に
、
秋
田
の
戦
国
時
代
に

生
き
た
先
祖
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う

か
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
閲
覧
室
に
家
蔵
文
書
の
複
製

本
を
開
架
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
直
接
手
に
と
っ
て
ご

、

。

、

覧
に
な
り

コ
ピ
ー
を
と
る
こ
と
も
で
き
ま
す

ま
た

「

」

一
点
ず
つ
の
資
料
に
つ
い
て

秋
田
藩
家
蔵
文
書
目
録

を
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
目
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す

。

信
長
「
天
下
布
武
」の
朱
印
状
！



い
つ
の
時
代
で
も
子
弟
教
育
に
過
熱
気
味
な
父
親
は

い
る
よ
う
で
す
。
た
と
え
ば
秋
田
藩
の
御
相
手
番
を
延

お
あ
い
て
ば
ん

べ
二
十
三
年
も
勤
め
た
渋
江
和

光
も
そ
の
典
型
と
言

ま
さ
み
つ

っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
彼
は
入
り
婿
で
渋
江
本
家
を

継
い
だ
た
め
に
、
周
囲
へ
の
気
遣
い
に
圧
迫
さ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す

と
く
に
先
代
敦
光
の
妻

か

。

《

か
様
》
と
そ
の
娘
《
穴

門

姉

様
》
へ
の
異
常
な
ま

あ
な
も
ん
の
あ
ね
さ
ま

で
の
気
配
り
が
日
記
の
端
々
か
ら
窺
え
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
嫡
子
貞
治

が
誕
生
し
た
こ
と
で
和
光
の
気
持
ち
は
一
転
し
、
こ
の

子
の
教
育
に
全
力
を
注
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
本
家
の
継
承

者
と
し
て
の
誇
り
を
保
て
る
心
境
に
成
っ
た
の
で
し

た
。
さ
っ
そ
く
貞
治
八
歳
の
文
政
九
年
に
「
貞
治
へ
も

今
日
よ
り
我
等
読
書
為

致
候
、
学
規
教

申
候
」

い
た
さ
せ

お
し
え
も
う
し

と
述
べ
、
渋
江
家
の
将
来
を
担
う
人
材
を
育
て
る
計
画

を
始
め
ま
す
。

古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

教
育
パ
パ
渋
江
和
光
の
姿

翌
文
政
十
年
に
は
学
館
祭
酒
中
山
菁
莪
（
故
人
）
の

子
息
政
吉
に
貞
治
の
学
問
指
導
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

一
流
の
人
物
と
接
す
る
こ
と
で
息
子
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
ろ
う
と
す
る
父
親
の
意
気
込
み
が
伝
わ
り
ま
す
。

さ
ら
に
教
育
熱
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
天
保
元
年
（
一

八
三
〇
）
登
城
し
て
出
仕
の
お
目
見
え
が
実
現
し
ま
し

た
。い

よ
い
よ
御
試
（
役
職
就
任
の
た
め
学
館
で
の
素
読

お
ん
し

そ
ど
く

試
験
）
を
目
指
し
て
の
本
格
的
な
勉
強
が
進
め
ら
れ
ま

す
。
天
保
三
年
、
素
読
御
試
の
準
備
が
整
い
、
十
二
月

九
日
受
験
と
定
ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
父
和
光
の
世

話
ぶ
り
が
最
高
潮
に
達
し
て

親
し
い
荒
川
才
吉
に

下

、

「

タ
試
致
見

呉
候
様
」
と
依
頼
し
て
、
試
験
座
敷
の
模

み
せ
く
れ

様
も
本
人
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
よ
う
手
配
し
て
い
ま

す
。
十
二
月
九
日
の
日
記
は
こ
の
御
試
の
模
様
で
埋
め

尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
無
事
合
格
に
つ
き
、
荒
川
家
か

ら
も
喜
び
の
使
者
が
来
て
め
で
た
し
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
の
和
光
の
言
動
は
一
見
江
戸
時
代
で
も

な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
息
子
を
出
世
コ
ー
ス
に
乗
せ
よ
う

と
す
る
点
で
、
現
代
に
も
通
じ
、
何
か
厳
し
さ
の
中
に

。

ほ
ろ
苦
さ
も
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す

【

】

加
藤
民
夫

当
館
で
は

県
の
記
念
日
の
関
連
事
業
と
し
て

懐

、

、「

か
し
き
昭
和

年
代
の
秋
田
」
と
題
し
「
県
政
映
画
」

30

の
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

か
つ
て

「
県
政
映
画
」
は
県
内
各
地
の
映
画
館
で

、

本
編
映
画
の
幕
あ
い
に
上
映
さ
れ
、
そ
の
時
々
の
県
政

。

、

ニ
ュ
ー
ス
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
報
道
し
ま
し
た

今
回
は

昭
和
三
十
一
年
の
全
国
勤

労
者
陸
上
大
会(

写
真

、
）

同
三
十
三
年
の
岩
城
町
道、

川
の
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
実
験

同
三
十
四
年
の
完
工
に
あ

と
ひ
と
息
の
県
庁
舎
、
同

三
十
七
年
の
十
和
田
湖
ひ

め
ま
す
ふ
化
ほ
か
の
映
像

を
含
む
県
政
映
画
五
本
を

上
映
し
ま
す
。
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
昭
和
三
十
年
代
の

秋
田
の
映
像
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

八
月
二
十
九
日
（
日
）

○
日
時

一
回
目
上
映

午
前
十
一
時
〜
十
二
時

二
回
目
上
映

午
後

二
時
〜

三
時

秋
田
県
公
文
書
館

三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

○
会
場

○
上
映
映
画

「
県
政
だ
よ
り
」

昭
和
三
十
一
年
七
月

「
県
政
ニ
ュ
ー
ス
」

昭
和
三
十
三
年
七
月

昭
和
三
十
四
年
十
月

昭
和
三
十
七
年
三
月

昭
和
三
十
九
年
五
月

※
入
場
無
料
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「
県
政
映
画
」
上
映
会
の
お
知
ら
せ


